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２００５年ユニセフリーダー研修・交流会が開催されました 

 8 月 23日から 26 日にかけて、東西 2会場に分
かれて、ユニセフリーダー研修交流会が開催され、
全国から 27 生協・3ユニセフ地域支部73 人の組

合員・役職員が参加し、UNICEFの支援活動などを
学習し、生協や地域での協力活動についてワークシ
ョップなどを通して考えあいました。 

 
 日 程 会 場 参 加 者 
東日本 8月 23 日（火）～24 日（水） ユニセフハウス（品川） 15 生協・1支部 28 名 
西日本 8月 25 日（木）～26 日（金） コープイン京都（京都） 12 生協・2支部 45 名 
 
（１日目） 
アイスブレーク、日本生協連と日本ユニセフ協会からの
報告に続き、活動報告として東日本では、みやぎ生協とコ
ープかながわから、そして西日本では、めいきん生協とコ
ープぎふからそれぞれの生協で進めているユニセフ活動に
ついて報告していただきました。その後、テーブルを囲ん
でグループごとにそれぞれの実践について交流をおこない
ました（その様子については、次ページをご覧ください）。 
ユニセフ現地報告では、日本ユニセフ協会の早水研事務
局長より、この４月に訪問したスーダン・ダルフール地方
の人道危機についてお話をいただきました。 
 
（２日目） 
日本生協連と日本ユニセフ協会からの報告とし
て、日本生協連からは、援助の基本的な考え方や国
連のミレニアム開発目標などについて、ユニセフ協
会からは UNICEF の基本的な仕組み及び体系など
についてお話しがありました。 
この後、べーシックコースとアドバンスコースに
分かれ、ワークショップ「夏休み親子学習企画づく
り」を行いました。実際にユニセフ活動に関する企
画作りについて、様々なアイデアを出して考え合い
ました。アドバンスコースでは、岩手県学校生協（東
日本）・おかやまコープ（西日本）の事例報告もい
ただきながら、グループごとにプログラム作りもお
こないました。 
午後からは、両コース共通で、ワークショップ「よ

り効果的なユニセフ活動に向けて」を行い、より効
果的にユニセフ活動を進めていくために、特に無店
舗（共同購入・個配）に焦点をあてて、ユニセフ募
金をどのように広げていくのかをテーマとして、課
題を明らかにしながら、今後の方向性を考え合いま
した。 
話し合いの中からは、「より効果的な組合員への
お知らせの仕方」、「より効果的な募金の仕組み」と
いうテーマが導き出されました。これに基づき、
様々なアイデアが出され、実現可能性の有無はある
ものの、ユニセフ協会や日本生協連、各生協そして、
組合員活動などがそれぞれ取り組むべき課題が明
らかになりました。 
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    ググルルーーププ別別活活動動交交流流  

 

 短い時間を有効に使おうと、さっそくお話が始まりました。「成功したユニセフ協力活動について」

「自分の知りたいこと」などを中心に、活動報告、意見交換が行われました。その様子をご紹介します。 

 

成功したユニセフ活動は… 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなからアドバイスをもらいました！ 募金についてのエトセトラ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 周年の記念事業でアグネ
ス・チャンさんが来てくれた

時は 500 人程来てくれてうれ

しかった。募金だけではなく
て、遊び心もある方が受け入

れやすいのかな。 

夏休みだったせいか、“穴ぐ
ら探検”ということで、軍事

工場にだった場所を見た後、

スタッフが作ったすいとんを
食べるというイベントには

100 人近い参加があったわ。 

やっぱり夏休みの宿題の手助
けになるのか、ユニセフハウ

スの見学会には予想以上の 50

人程の参加がありましたね。 

スタディツアーに参加した人
の報告会を開催しました。現

地への理解が深まったみたい

で、指定募金が増えましたよ。

ハンドインハンドの時、地元

の小、中学校にも、一緒にや
りませんかと、よびかけまし

た。生徒会として取り組んで

くれた学校もあり、子どもた
ちや地域の人と一緒に募金活

動ができました。 

県支部設立に協力するためユニセフ会員を増やしたい。会員

になってもらうために、どういう形でアピールしたらいい？ 

 
みんなからは… 

・やっぱりイベントをすると集まりやすいですネ。 

・うちは学校にアピールすることで、若い人達を巻き込んで
いきたいと思っています。 

・支部になっても協力してくれる企業の社員の方達にも広げ

ていけるように努力しています。 

ユニセフの県支部の活動が盛んです。その中で、生協のユニ

セフ活動をどのように展開していくか、模索中です。 

 
おしゃべりの中にヒントがありました。 

・私達の地域の県支部も歴史もあり、大きなイベントもたく

さん開催しています。生協としては、ユニセフ活動を身近な
ものとして感じてもらえるように、イベント会場の一角で、

募金箱を設置して説明するなど、草の根的な取り組みを行っ

ています。一人ひとりがわかりやすい言葉でユニセフ活動が
説明できるように、勉強して伝えるようにしています。 

・県支部で活動している人は、知識もあって、バリバリ活動

する方が多いですが、誰でも気軽に参加できるというよさも
あると思います。私自身はあまりユニセフの知識がないです

が、役立てることに感謝しながら活動を始めました。 

お買い物袋を有料化して、代金の一

部をユニセフに募金しています。 

注文電卓やОＣＲでの電卓募金で、

ユニセフ募金に取り組んでいます。

店舗の募金箱を新しくすることに

なりました。せっかくだから目立

つものを、と思ったら、あまり大
きすぎても場所をとって困るとい

われ、ちょっと悩んでいます。 

おじゃまして… 
「交通費以外は手弁当に近いんだけど、

みなさん活動費はどうしている？」とい

う質問も登場。情報交換に花が咲きまし
た。大学生協から参加されている方や学

生さんもいて、「もっとお話が聞きたか

った！」「時間が足りない！」というの
がみなさんからの感想でした。 

（尾澤結花、松本真弓） 



ユニセフ現地報告           スーダン･ダルフールの緊急事態 

今年のリーダー研修・交流会の現地報告は、この 4月にスーダン・ダルフールを視察した日本ユニセフ協会事務局長の早

水さんでした。現地の極めて厳しい状況が一人でも多くの人に伝わることを願わずにいられません。 

 

アフリカ北東部の最広大国スーダンは、1959 年の独立以

来紛争が 50 年間も続いている国です。しかし、北部のイ

スラム教・アラブ系遊牧民と南部のキリスト教や土着宗教

を信仰するアフリカ系農民の間の争いは、両者の歩み寄り

によってようやく今年の 1 月に南北和平合意を結ぶまで

に至り、スーダンは今まさに国として再構築の段階に立っ

ています。 

ところが、このプロセスから完全に取り残されてしまって

いる地域がこの国にはあります。スーダン西部のダルフー

ル地方です。この地域では政府軍と反政府勢力による争い

が今なお続き、2003 年に反政府勢力が政府施設を襲撃し

たのを皮切りに、政府の支援を受けていると思われるジャ

ンジャウィードとよばれる武装集団によって一般市民が

暮らす街や村への一斉襲撃が繰り返されています。これま

での間で死者は 18-30 万人、避難民は世界で最も多い 200

万人にまでのぼり、スマトラ島沖地震よりも被害は大きく

なっています。にも関わらず、メディアによってなかなか

取り上げられないために世界からの関心が低く、一刻も早

い支援が必要です。 

ダルフール内のキャスという地域には元々1万5千人が住

んでいましたが、ジャンジャウィードの被害から逃げてき

た 5万 5千人の避難民が流入し、急遽避難民キャンプが設

置されました。ここに来たアダムという 4歳の男の子の家

族は、もともと豊かな農民として暮らしていましたが、あ

る日村がジャンジャウィードに襲われました。アダムは顔

の後ろからあごにかけて銃弾を受け全治 9 ヶ月の重傷を

負い、弟は殺されてしまったそうです。キャンプには早朝

にジャンジャウィードによるレイプの被害を受けた女性

も数多くいました。 

キャスに程近いキドニールという村は、中学校や市場など

も揃ったスーダンの中でも大きな村でしたが、ジャンジャ

ウィードの被害をうけて完全に破壊されてしまいました。

村は合わせて 4回も襲撃を受け、逃げ遅れた約 1000 名が

殺されたと言われています。村の小学校の壁には銃弾や血

の跡が残されていて、子どもも含めて村人達が集団射撃を

受けた様子を生々しく語っています。 

ユニセフはダルフールの各地で急遽設置されたキャンプ

の中で、水と衛生、保健、教育などの支援を担当して避難

民の人々への支援を行っています。しかし、人口超過の状

態のキャンプ内は深刻な水不足の状態に陥っていて、ポリ

バケツ一杯の水を手に入れるために 2 日かけて待たなく

てはならないほどです。女性に対しての職業訓練では、ス

ーダンの民芸品を作って小額の現金収入を得られるよう

になっていて、ここはレイプ被害者の心理的リハビリセン

ターとしての性格も兼ねられています。 

このようにユニセフは他の国際機関や NGO とも協力して

緊急援助を行っていますが、ダルフールは依然治安状況が

不安定で、資金も不足している状況です。現状を少しでも

改善するには何よりもこの地域に世界の関心が向けられ

ることが重要であり、そのためにもまずはメディアがきち

んと情報を伝えていくことが必要不可欠となっています。 

（日本ユニセフ協会 インターン 田中千春） 

スーダン･ダルフール緊急募金のお願い 

郵便振替：00110-5-79500 

(通信欄に「スーダン」と明記して下さい) 

口座名義：財団法人日本ユニセフ協会 



今年は企画してみませんか！    ユニセフ ハンド・イン・ハンド 

 
ハンド･イン･ハンドは、「手に手をとって」世界の子どもたちの
幸せと明るい未来を実現させるために、市民一人一人がボラン
ティアとして参加するユニセフ募金活動です。毎年たくさんの
ボランティアが学校や職場そして街頭でこのハンド･イン･ハン
ドに参加しています。日本ユニセフ協会では、毎年１２月２３
日を全国一斉活動日として、皆様の参加を呼びかけています。
また、12 月*をユニセフハンド・イン・ハンド月間としていま
すので、都合の良い日をお選びいただいて、是非ご協力を宜し
くお願いします。 *12 月の実施が難しい場合は 11 月や 1 月上旬
などでも構いません。 
 
実施までの流れ （12 月に実施を予定する場合の目安） 

① 実行委員会を作る[9 月頃]  
ご近所の組合員同士、または生協の職員を通じて声をかけあい、実行委員になってくれるメンバーを
集めましょう。 
 
② 計画を立てる[9 月～11 月] 
いつ、どこで、だれと、どんなふうに実施するかを考えましょう 
 
③ 日本ユニセフ協会に参加登録をする[10～11 月] 
日本ユニセフ協会に参加申込書を送り、登録しましょう。申込の手続きは日本ユニセフ協会 HP に 10
月以降案内します。またご連絡いただければ申込書を郵送・FAX でお送りいたします。折り返し「活
動の手引き」、ポスター、チラシ、専用振込用紙などの募金活動資材をお送りいたします。 
 
④ 実施場所との交渉を始める[11 月頃までに] 
公道、商店街、デパートなど人通りの多い場所を選び、募金活動の許可をとりましょう。 
 ○公道の場合：最寄の警察署に実施日 10 日前までに道路使用許可申請書を提出します。 
      許可申請は有料となりますので、各自でご負担をお願いします。 
○店舗・商店街などの場合：敷地の管理者・保有者と交渉し、了承を得てください。 
○駅の場合：駅の敷地内で行う場合には原則として約 2 ヶ月前までに鉄道会社に申請が必要です。 
      なるべく敷地内での募金活動は避けてください。 
＊知らない方の家を回り、戸別訪問による募金活動は絶対にしないでください。 
 
⑤ 当日の計画を立てます[11 月頃までに] 
オリジナルのポスターやチラシを作ったり、かけ声を決めたり、多くの人に立ち寄ってもらうための
工夫を考えましょう。又、当日協力していただけるボランティアさんの募集も行います。 
 
⑥ ハンド・イン・ハンド実施 
 
⑦ 募金の送金 [12 月末まで] 
集まった募金を 12 月 31 日までに、ハンド・イン・ハンドの専用振込用紙を使い、郵便局で送金手
続きしてください。専用振込用紙がない場合は、郵便局の振込用紙でも送金できます。郵便振替口
座番号：００１９０－３－５１０００、加入者名：日本ユニセフ協会を記入し、通信欄にハンド･
イン･ハンドと明記してください。 
 
⑧ 実施報告書の送付[12 月～1 月] 
「活動の手引き」についている報告書を日本ユニセフ協会へお送りください。皆様からの様々なア
イデア、成功したこと、失敗したこと、ご意見、感想、どんなことでも教えてください。今後の参
考とさせていただきます。 

コープぎふ サンタに扮して 



コープえひめのご担当者に聞きました！ 
実際に、各生協ではどのように実施しているのか、
コープえひめでユニセフの担当をされている海田
さんにお話をお聞きしました。 
 
いつ頃から準備を始めましたか？ 
10 月下旬から始めました。 
 
実施日は？ 
12 月 2,4,5,6,7,12,16,17 日の８日間です。 
 
どんなふうに実施しましたか？ 
机一台にポスターを貼り、募金箱を設置しました。
併せてバザーキットとグッズの販売をしました。  

 
募金の呼びかけは誰が行いましたか？ 
「ユニセフ友の会」グループメンバーと店舗委員
が協力してくださいました。 
 
呼びかけに協力してくれた人はどのように集めま
したか？ 
メンバーはグループ会で。店舗委員会には委員長
さん宛てにお手紙を書きました。  
 
どこで実施しましたか？ 
12 店舗中 7 店舗。うち初参加 2 店舗。 
産直交流会１箇所。 
本部（2～17 まで連続して募金箱設置。） 
 
どのような呼びかけが効果的でしたか？ 
子ども達に募金箱を持ってもらうと、イメージが
わきやすいようで、募金も多かったです。赤ちゃ
ん連れの店舗委員さんがいらして、この赤ちゃん
もマスコットガールとして(!?)活躍。子どもがい
ると募金してくれやすいです。募金とあわせてバ
ザーキット（クリスマスカード）も販売したので、
にぎやかな感じで人目をひきやすかったと思いま
す。また、募金してくださった方にはツリーへリ
ボンを結びつけていただきました。ツリーのてっ
ぺんにはハンド・イン・ハンド募金のワッペン（か
わいいと好評でした。）を飾りました。このツリー
は順次各店舗に持ち回り、最後にはリボンでいっ
ぱいになりました。子どもからお年寄りまで。み
なさんが協力してくださいました。 
 
各場所でいくら位の募金が集まりましたか？ 
1,730 円から 7,143 円まで合計 40,155 円の募金が集まりました。 
 
海田さん、インタビューにご協力ありがとうございました！ハンド・イン・ハンドを通じて多くの人が
ユニセフにふれ、知る機会をもっていただければと思います。ご協力宜しくお願いします。 

お問い合わせ：日本ユニセフ協会 協力事業部 ハンド･イン･ハンド担当まで 
       TEL: 03-5789-2012   FAX: 03-5789-2032 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ―多彩な民族・多様の文化の国― 

1万数千もの島々が、東西 5100km、南北

1900km の広大な国土に存在する、世界最大

の群島国家ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ。そこは約300以上とも、

細かく分類すると 3000 以上とも言われる多

くの民族が暮らしている、多民族国家でもあり

ます。人口は約 2億 3000万人。民族はｼﾞｬﾜ

人・ｽﾀﾝｻﾞ人・ﾊﾞｯﾀ人など大多数がﾏﾚｰ系住民で、

そのほか中国系やﾊﾟﾌﾟｱ系住民などが居住して

います。宗教はｲｽﾗﾑ教が大部分で、ｷﾘｽﾄ教、ﾋ

ﾝｽﾞｰ教、仏教等が信仰されており、公用語はｲ

ﾝﾄﾞﾈｼｱ語、国内各地ではｼﾞｬﾜ語やﾊﾞﾘ語など、

独自の言葉も多く、ﾘｿﾞｰﾄ地では英語も使われ

ています。 

 

―ｽﾏﾄﾗ沖地震・津波の被害 

直前のｱﾁｪ州― 

 2004 年 12 月 26 日に発生した、ｽﾏﾄﾗ島

沖地震・津波は、ｲﾝﾄﾞ洋でつながる近隣地域に

甚大な被害をもたらしました｡中でも震源地に

最も近かったｲﾝﾄﾞﾈｼｱのｱﾁｪ州は、被害の規模が

大きいことに加え、分離独立派とｲﾝﾄﾞﾈｼｱ治安

当局の間の武力衝突が、30年近く継続してい

る地域であったため、救援・復興活動にも困難

が生じています 

 今回の地震・津波が起こる前の 2003年 5

月からは、GAM（ｱﾁｪ自由運動）とｲﾝﾄﾞﾈｼｱ政

府の間の停戦合意が崩れ、ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ政府による 

 

 

 

 

 

軍事戒厳令が敷かれていました。ｱﾁｪとｱﾁｪ外部

との情報や人のやりとりが遮断・制限されてい

た状態が続いていましたが、その年の 12月に

は一部で国連機関のｱﾁｪ入りが認められ始め、

ｱﾁｪの人々の国際機関への期待は大きく高まっ

ていました。そんな状況の中で、地震・津波の

被害が起きたのです。 

 

ｱﾁｪ州は、ｲﾝﾄﾞﾈｼｱの中で、ﾏﾙｸ州と西ﾊﾟﾌﾟｱ

州に次いで 3 番目に貧困者が多い州で、人口

の 3 割程度が貧困層です。州の北部は地震・

津波の被害が最も大きかった地域ですが、そこ

に住んでいた人の 7 割が貧困層だということ

です。学校や保健所、医療ｻｰﾋﾞｽ等に関わって

いる人たちの相当数が、行方不明になったり死

亡して、長期的な視野で復興支援が必要な状況

です。 （地図の左端がアチェ州） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ﾕﾆｾﾌは、今回の復興支援を「子どもにやさし

い社会を再構築する」ﾁｬﾝｽと捕らえ、津波の前

からある慢性的な問題への取組みを確固たる

ものにし、津波の前よりも良い社会をつくりた

いと考えて支援活動を行っています。 

「子どもの笑顔は明日への活力」と現地の親

たちは言っています。復興を支えるのは外部か

らの支援だけではなく、ｱﾁｪの子どもたち自身

でもあるのです。（谷杉佐奈美） 

 

 

この国 どんな国 インドネシア・アチェの巻 



 
 
＜インドネシア＞ 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

インドネシアにおけるユニセフの支援活動は、子どもの病気への対応や教育などを中心に行われています。私達の

募金活動がこうした世界各地の活動を支え、多くの子ども達の命を救っています。（文）松本真弓/（絵）蛯沢素子 

＜学校って楽しいな！＞ 
多くの子どもたちが学校に通い、楽しく学べるよう、先

生の研修や学校運営改善のための支援をしています。 

ユニセフでは、安全な水が飲めるように雨水をため

るタンクを設置しました。また、子どもの健康のた

め予防接種を行っています。 

ユニセフ活動を紹介する上記のイラストを広報誌等でご活用いただけます。イラストのファイルを電子メ

ールでお送りしますので、組合員活動部までご連絡ください。 



 
 
 
 
お年玉募金などのユニセフ募金のお願いや報告、各地の生協ではどのように取り組んでいるのでしょうか？今
回は全国の生協のチラシや機関紙をご紹介します。 

エフコープ （ポスター）             チラシ （裏面が募金袋になっています） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

大阪北生協 チラシ 

裏面は、「世界の子どもたちとユニセフ」

「大阪北生協とユニセフ」「ユニセフ募金

の流れ」が紹介されています。 

生協のユニセフ活動  Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ 機関誌・チラシのいろいろ 



コープおきなわ（機関紙） 

 
めいきん生協（機関紙） 

 



コープとうきょう（機関紙） 

 

                         
                         
 
 
 
☆ぽむぽむ通信の通算 29 号をお届けします。 
☆全国のユニセフ協力活動の交流誌としての役割 
 はもちろん、世界の国々や子どもたちの様子も 
 積極的に紹介しています。 
☆全国の活動事例や、ぽむぽむ通信の感想・ご意 
 見をぜひお寄せください。 
☆今月号では、ハンド･イン･ハンドやお年玉募金 
 の取り組みの様子も紹介しています。ぜひとも 
全国各地での取り組みをお願いします。 
☆次号は、12 月 15 日発行です。お楽しみに！ 

チラシ・機関紙づくりのお手伝いをします 
 
日本ユニセフ協会では、写真や資料の提供をしています。「こんな写真がほしい」と希望をお伝えいた
だければ、E メールでお送りします。 
又、生協ユニセフメーリングリストに登録すれば、各地の生協の活動情報や緊急募金の最新情報など
を手に入れることもできます。是非ご登録ください。 

日本ユニセフ協会 協力事業部 林田 TEL:03-5789-2012  FAX:03-5789-2032
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